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「交通事故統計及び事故事例の分析に基づき実施すべき死亡・重傷事故の低減対

策のポイント」の活用について 
 

 
 
 
 国土交通省では、平成２９年６月にまとめられた「事業用自動車総合安全プラン

２０２０」に基づき、２０２０年までに事業用自動車の交通事故死亡者数を２３５

人以下、人身事故件数を２３，１００人以下、飲酒運転を０件の目標を掲げ、関係

者と一丸になって事故防止対策に取り組んでいるところです。 
「事業用自動車総合安全プラン２０２０」の施策の一つでもある、事故関連情報

の分析等に基づく特徴的な事故等への対応として、平成３０年度「自動車運送事業

に係る交通事故対策検討会」において、各モードの死亡・重傷事故の発生件数の多

い事故形態を特定し、自動車事故報告書から傾向や特徴を分析した結果を、別添の

とおり「交通事故統計及び事故事例の分析に基づき実施すべき死亡・重傷事故の低

減対策ポイント」として取り纏めましたので、運行管理者及び運転者への教育や事

業者における安全意識の向上等の際に活用していただけるよう、お願い致します。 



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

別 添

交通事故統計及び事故事例の分析に基づき実施す
べき死亡・重傷事故の低減対策のポイント
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1.分析・検討の概要
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分析・検討の概要

１．「事業用自動車の交通事故統計（平成28年版）」から、各モードについて、死亡・重傷事故
の発生件数の多い事故形態を特定

２． 自動車事故報告規則（昭和26年12月20日運輸省令第104号）に基づく自動車運送事業者
からの報告（事故車両の走行等の態様、死傷者の状態等を含む詳細な事故事例）から、１．
で特定された事故形態を踏まえて傾向や特徴を分析

死亡・重傷事故を減少させるための具体的かつ効果的な交通安全対策を検討

分析の方法
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２．交通事故統計（Ｈ２８）に基づく

死亡・重傷事故の概観
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乗合バスによる死亡、重傷事故の概観（H28）

◆ 乗合バスによる事故全体の件数は減少傾向、死亡事故については平成24年以降増加又は横ばいで推移していたが平成28
年は減少。重傷事故については緩やかな減少傾向であったが平成27年より平成28年は増加。

◆ 事故類型別では「単独事故」の「車内事故」が多くを占める。車内事故は発進時に多く、被害者は75～84歳の女性が多い。

車両相互の事故では、「右折時」、「追越、追抜、進路変更時」が多い。
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◆ 貸切バスによる事故全体の件数については減少傾向。死亡事故は平成24年以降横ばいで推移。重傷事故は平成27年は
増加したが減少傾向。

◆ 事故類型別では、「車両相互の事故」が最も多い。多く発生する事故分類は年毎に異なる。
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ハイヤー・タクシーによる死亡、重傷事故の概観（H28）

◆ ハイヤー・タクシーによる事故全体の件数、重傷事故は減少傾向にあるが、死亡事故は横ばい傾向。

◆ 事故類型別では「車両相互の事故」が最も多く、そのうち「出合い頭」と「右折時」の事故が多い。
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◆ トラックによる事故全体の件数は減少傾向。死亡事故についても平成28年は前年より大きく減少。

◆ 事故類型別では「車両相互の事故」が最も多く、事故分類では「追突」と「出合い頭衝突」で約半数を占めている。

9

2,139 
1,909 

1,702 1,672 1,700 
1,527 1,454 1,475 

1,307 1,242 531 
433 397 404 367 388 361 349 333 

275 

0

300

600

900

0

1,000

2,000

3,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

重傷事故（件） 死亡事故（件）

死亡事故

重傷事故

29,342 

26,501 

22,898 23,377 22,798 
21,624 

20,647 
19,740 

18,185 16,737 

32,012 

28,843 

24,997 25,453 24,865 
23,539 

22,462 
21,564 

19,825 
18,254 

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

（件）

交通事故全体

軽傷事故

（死亡・重傷事故） （死亡・重傷事故）



トラックによる死亡、重傷事故の概観（H28車両総重量別）

車両総重量３．５t以下では、「出合い頭」が最も多く、「右折時」がその次に多くなっている。

車両総重量３．５～８t以下では「追突」「出合い頭」が多く同程度である。

車両総重量８ｔ超では、「追突」が最も多く、「出合い頭」は他に比べ少なくなるが、「左折時」が増加する。
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○車両相互の事故の事故分類



走行距離1億キロあたりの死亡、重傷事故の推移（H28）

乗合バスは平成23年以降減少傾向であったが平成28年に微増している。

貸切バスはほぼ横ばい傾向となっている。

タクシーは近年増加傾向となっている。

トラックは平成24年以降減少傾向となっている。

事業用自動車の業態別走行台キロと死亡、重傷事故件数の推移
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区分

年 乗合 貸切 タクシー トラック 乗合 貸切 タクシー トラック

H19 267 49 1,101 2,670 30.2 17.0 149.3 797.1

H20 227 38 1,109 2,342 30.5 17.1 143.4 791.4

H21 258 32 1,022 2,099 30.4 16.7 139.2 756.9

H22 194 45 948 2,075 30.3 16.9 133.1 737.3

H23 184 36 956 2,067 30.1 15.2 116.4 662.3

H24 177 42 866 1,915 30.4 16.2 114.8 667.0

H25 169 37 812 1,815 30.5 15.5 111.4 650.1

H26 166 33 751 1,824 31.2 14.6 108.8 653.9

H27 130 36 768 1,640 31.8 13.8 105.4 653.7

H28 131 30 757 1,517 31.5 13.0 100.1 652.5

死亡・重傷事故件数 走行台キロ



H28年の事業用自動車による死亡、重傷事故の概観（まとめ）

乗合バス ハイヤー・タクシー トラック

死亡事故は、昨年より
８件減少したが、重傷
事故は、９件増加した。

事故類型別では、「単
独事故」が約半数を占
め、ほとんどが「車内
事故」であり、「発進」
時が最も多い（２８件、
４７％）

「車両相互の事故」の
事故分類では、出合い
頭、右折、追越、追抜
時等が多い。

死亡事故は、平成２５年
以降増加傾向、重傷事
故は、昨年より１２件減
少した。

事故類型別では、「車両
相互の事故」が最も多い
（４２９件、５７％）

「車両相互の事故」の事
故分類では、出合い頭、
右折時が多い。

死亡事故、重傷事故と
も減少傾向。

事故類型別では、「車両
相互の事故」が最も多い
（１０８０件、７１％）。

車両相互の事故の事故
分類では、車両総重量３．
５ｔ以下は出合い頭が最
も多く、車両が大きくなる
につれて追突が多くなる。
車両総重量 ８ｔ以上では
左折時が増加する。

死
亡
重
傷
事
故

○昨年度は、各モードにおける、死亡事故において特徴的な「人・自転車との事故」の分析を実施した。これに対して今年度は、
死亡・重傷事故において「人・自転車との事故」に「車両相互の事故」等を加えて事故低減対策のポイントをとりまとめる。

○乗合バスの重傷事故の多くを占める車内事故については、本検討会の前身である事業用自動車要因分析検討会の平成22
年度特定テーマとして策定された「乗合バスの車内事故を防止するための安全対策実施マニュアル」における対策の再徹底を
事故低減対策のポイントとする。

貸切バス

死亡事故は、平成２
４年以降増加又は横
ばいで推移、重傷事
故は、昨年より７件
減少した。

事故類型別では、
「車両相互の事故
が」最も多い（１８件、
６０％）。

「車両相互の事故」
の事故分類では、左
折時が最も多い（７
件、３９％）
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◆ 乗合バスは「単独事故」が約５０％と最も多く、次いで「人との事故」と「車両相互の事故」が多い（約２５％）。
貸切バス、ハイヤー・タクシー及びトラックについては「車両相互の事故」が最も多く（５７～７１％）なっている。

◆ 乗合バスは「単独事故」が約５０％と最も多く、次いで「人との事故」と「車両相互の事故」が多い（約２５％）。
貸切バス、ハイヤー・タクシー及びトラックについては「車両相互の事故」が最も多く（５７～７１％）なっている。



３．運送事業者からの事故報告に
基づく事例分析を踏まえて実施すべ
き事故低減対策のポイント
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平成28年中の乗合バスによる死亡・重傷事故68件について、車両の走行等の態様別にみると、直進時が
66％、右折時が21％、左折時が4％となっている。
直進時の事故のうち、25%が他の車両等との事故、そのうち36%が高速乗合バス、36%が路線バスによ
る事故。
直進時の事故のうち、42％が自転車との事故、そのうち53％が同進行方向によるもの。
右折時の事故のうち、50％は回送など運転者のみの時に発生している。

○道路の種類（事故件数）

11件（25％）が他の車両等との事故、そのうち4
件（36％）が高速乗合バス、4件（36%）が路線
バスによるもの
19件（42％）が自転車との事故、そのうち10件
（53％）が同進行方向での事故

７件（50％）が回送など乗員が運転者のみ
の場合に事故が発生している

特徴

これらの
ケースに焦
点を絞り、
事故要因を
分析
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【乗合】死亡・重傷事故（車内事故を除く）の特徴

○車両の走行等の態様（事故件数）

○相手側の状態（事故件数）
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運送事業者及び運行管理者が実施すべき事故低減対策のポイント
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【乗合】死亡・重傷事故の要因・事故低減対策のポイント

事故の主な要因

自転車の挙動に対する運転者の認
識の甘さ（自転車は転倒しない、歩
道から車道へは降りてこないといっ
た思い込み）

自転車の側方を通過する際に十分
な間隔を取っていない

自転車の側方を通過する際に減速・
徐行が不十分

慣れている道による気の緩み
車線変更時の安全確認不足
寝不足による注意力散漫

○車両直進時における事故の要因

○車両右折時における事故の要因

片側の安全確認不足
回送による気の緩み、注意力不足

○車内事故（事業用自動車の事故
の概観を踏まえたもの）

運転者が体調不良や睡眠不足で運転することがないよう、過労運転防止のため
の基準を遵守できるようにするだけでなく、運転者の体調や通勤時間などを考慮
した無理のない乗務割を行う。
点呼の際などに、運転者の体調や睡眠の状況を確認し、必要な場合は他の運転
者に交代することも検討する。
ストレスチェック等により精神的な悩みを相談しやすい環境をつくることにより、精
神面の健康管理について指導を行う。

ドライブレコーダーの映像、デジタルタコグラフの情報や添乗により運転状況の確
認を行い、その結果を踏まえた指導を行う。
様々な状況で安全確認を確実に行えるよう、危険予測ツールを用いた指導を行う。

回送時も乗客がいる時と同様に集中して運転を行うよう指導する。
良質な睡眠の重要性を認識させ、心がけるよう指導する。万が一寝不足など体調
不良時には無理せずに運行管理者に申告して運転を行わないよう指導する。
前方に自転車を見かけたら、以下のことを実施するよう指導を行う。
歩道を走行していても、車道に降りてくるかもと予測
追い越す時には自転車と十分な間隔をとる
十分に速度を落として徐行する
安全確認のための時間を確保するため、右折時に横断歩道手前で一時停止する
よう指導を行う。

運転者が居眠りをしたり、注意が散漫になっていたりする場合に運転者や運行管理者に
警報するドライバモニターなどを導入する。
運転者が進行方向の歩行者を確認していなかった場合に備えて、運転者に警報する車両
周辺情報提供装置（周辺ソナー、左折時などの側方の障害物を検知する装置）などを導
入する。

④ 「乗合バスの車内事故を防止するための安全対策実施マニュアル」（H23.7）に
おける対策の再徹底（事業用自動車の事故の概観を踏まえたもの）

① 適切な運行管理の実施

② 運転者に対する指導・監督の充実

③ 安全運転支援機能を有する車両･装置の導入促進

運転者が体調不良や睡眠不足で運転することがないよう、過労運転防止のため
の基準を遵守できるようにするだけでなく、運転者の体調や通勤時間などを考慮
した無理のない乗務割を行う。
点呼の際などに、運転者の体調や睡眠の状況を確認し、必要な場合は他の運転
者に交代することも検討する。
ストレスチェック等により精神的な悩みを相談しやすい環境をつくることにより、精
神面の健康管理を行う。

運転者が居眠りをしたり、注意が散漫になっていたりする場合に運転者や運行管理者に
警報するドライバモニターなどを導入する。
運転者が進行方向の歩行者を確認していなかった場合に備えて、運転者に警報する車両
周辺情報提供装置（周辺ソナー、左折時などの側方の障害物を検知する装置）などを導
入する。
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平成28年中の貸切バスによる死亡・重傷事故26件について、車両の走行等の態様別にみると、直進時が
69％、右折時が8％、左折時が11％となっている。
直進時の事故のうち、56％は危険認知速度が法定速度以上であった。
直進時の事故のうち、44％が他の車両等との事故。そのうち50％が追突事故、38%が転落事故。
直進時の事故のうち、28％が歩行者等との事故で、その全てが回送中での事故。

10件（56％）は危険認知速度が法定速度以上
8件（44%）が他の車両等との事故、そのうち4件
（50%）が追突事故で（３件（75％）が複数台での
運行）。また、3件（38%）が転落事故
5件（28％）が歩行者等との事故、全てが回送中
での事故、またそのうち4件（80％）が夜間（18時
～6時）の事故

特徴

これらの
ケースに焦
点を絞り、
事故要因を
分析

16

【貸切】死亡・重傷事故（車内事故を除く）の特徴
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道路(自動車専用道路等)
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○車両の走行等の態様（事故件数）
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○相手側の状態（事故件数）
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【貸切】死亡・重傷事故（車内事故を除く）の要因・事故低減対策のポイント

事故の主な要因

回送による気の緩み、注意力
不足
法定速度以上での走行

複数台口での走行による車間
距離不足

運転中に手荷物に手を伸ばし
てのハンドル操作の誤り
ロービームでの走行

○車両直進時における事故の事例分析

運送事業者及び運行管理者が実施すべき事故低減対策のポイント

運転者が体調不良や睡眠不足で運転することがないよう、過労運転防止のための基準を
遵守できるようにするだけでなく、運転者の体調や通勤時間などを考慮した無理のない乗
務割を行う。

点呼の際などに、運転者の体調や睡眠の状況を確認し、必要な場合は他の運転者に交
代することも検討する。
ストレスチェック等により精神的な悩みを相談しやすい環境をつくることにより、運転者の
精神面の健康管理を行う。

ドライブレコーダーの映像、デジタルタコグラフの情報や添乗などにより運転状況の確認
を行い、その結果を踏まえた指導を行う。
様々な状況で安全確認を確実に行えるよう、危険予測ツールを用いた指導を行う。
回送時も乗客がいる時と同様に集中して運転を行うよう指導する。
安全確認のための時間を確保するため、法定速度を遵守するよう指導する。
複数台口での運行の際に、無理に連なって走行せず、車間距離を十分にとるよう指導
する。

運転者が、運転中に手荷物からものを取り出そうとすることにより発生する危険性を認
識できるよう、指導する。
夜間の直進時の視界確保のため、周囲に悪影響を与えない範囲でできるだけハイビー
ムで走行するよう指導する。

良質な睡眠の重要性を認識させ、心がけるよう指導する。万が一寝不足など体調不良
時には無理せずに運行管理者に申告して運転を行わないよう指導する。

法定速度以下での走行や適切な車間距離を確保するため、定速走行・車間距離制御装
置（ACC）などを搭載した車両を導入する。
運転者の居眠りをしたり、注意が散漫になっている場合に、運転者や運行管理者に警報
するドライバモニターなどを導入する。
周囲の状況を検知して自動的にハイビームとロービームの切り替えを行う装置を備えた
車両を導入する。

前方の障害物との衝突を予測して警報する装置や、これと併せて衝突被害を軽減する
ために制動装置を作動させる衝突被害軽減ブレーキを備えた車両を導入する。

① 適切な運行管理の実施

② 運転者に対する指導・監督の充実

③ 安全運転支援機能を有する車両･装置の導入促進
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平成28年中のハイタクによる死亡・重傷事故378件について、車両の走行等の態様別にみると、直進時が
57％、右折時が23％、左折時が6％となっている。
直進時の事故のうち、65%が乗客がいない時に発生している。 ※平成28年の実車率43％（自動車輸送統計）
直進時の事故のうち、42%が他の車両との事故、そのうち28%が危険認知速度は法定速度以上での事故
であり、30km/h以上違反している車両もあった。
右折時の事故のうち、51%が他の車両等との事故であり、そのうち84%が二輪自動車との衝突事故である。
右折時の事故のうち、42%が歩行者等の事故であり、そのうち72%が乗客がいない時に発生している。

140件（65%）が空車時に発生
90件（42%）の他の車両等の事故、そのうち25件
（28％）が法定速度以上での事故、また25件
（28%）の事故の原因が運転者の健康状態だっ
た。

44件（51%）の他の車両等との事故、そのうち
37件（84％）が二輪自動車との衝突事故
36件（42%）の歩行者等のうち、26件（72％）が
空車時に発生

特徴

これらの
ケースに焦
点を絞り、
事故要因を
分析
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【ハイタク】死亡・重傷事故の特徴

357
95%

4
1%

5
1%

12
3%

道路(その他)

道路(高速自動車国道)

道路(自動車専用道路等)

その他の場所

○車両の走行等の態様（事故件数）

103
47%

24
11%

90
42%

直進

歩行者等

自転車

他の車両等

36
42%

6
7%

44
51%

右折

歩行者等

自転車

他の車両等

11
46%

4
17%

9
37%

左折

歩行者等

自転車

他の車両等

○相手側の状態（事故件数）


